
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         

 

            

   

      

 

 令和２年 ５月 第２６号 

号 
桜ケ丘地区センター発行 Tel ６４－００５１ 

ホームページは「桜ケ丘地区センター」で検索！ 

日   時：毎月第３火曜日 午前 10：00～11：30 

(７月２１日開講予定⇒翌年 2 月迄の８回講座) 

場   所：桜ケ丘地区センター 音楽室 

対   象：0～３歳の子と保護者 <可児市在住> 

受 講 料：無料(学習内容により実費負担あり) 

申 込 み：桜ケ丘地区センター 窓口備付の用紙で直接申込む 

  

 

        

令和２年度 桜ケ丘乳幼児学級生を募集します 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、下記の期間について地区センターの貸し出し 
及び講座等を中止します。 
 ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解の程よろしくお願いいたします。 

          
記 

                 
貸し出し中止期間：令和２年５月６日（水）まで 

※今後の状況次第では、延長になる場合もあります。 
 

講座等の中止：桜ケ丘ジュニア将棋教室 ５月２日､１６日(土) 

       伝統文化子ども教室（茶道表千家教室）５月１６日(土) 

       伝統文化子ども教室（茶道裏千家教室）５月１６日､３０日(土) 

まちかど運動教室 5 月１１日、１８日、２５日(月) 

楽しい子ども料理教室 5 月２３日(土) 

みんなの家・皐 茶話会 5 月１５日、２２日(金) 

いきいき桜のつどい（子ども食堂）５月 ９日(土) 

       いきいき桜のつどい（会食サロン）５月 1３日(水) 

 

 

貸館･講座等の「中止」のお知らせ 

桜ケ丘大学 聴講生募集 ６月講座「文学」 声の読書（宮沢 賢治の世界） 

日   時：６月９日(火) 午前 9:30～11:45 

場  所：桜ケ丘地区センター 2 階 会議室 

講  師：東海学園大学名誉教授・元ＮＨＫアナウンサー 高野 春廣氏 

参 加 費：３００円 定員:２０人(先着順） 

申 込 み：５月１３日(水)から定員になり次第締め切り  

春のふれあいゴルフ大会 中止のお知らせ 

６月１１日(木)に第４０回ふれあいゴルフ大会を計画しておりましたが、新型コロナウイルス感染 

拡大防止の観点から中止します。 

なお、第４０回大会は秋に開催したいと考えております。 



 

 

 
                 

 

【一般書】 

『アパレル興亡』         黒木 亮／著       岩波書店 

『茶聖』             伊藤 潤／著         幻冬舎 

【児童書・絵本】 

『はじまるよ はじまるよ』  とよた かずひこ／作  世界文化社   

『グレタとよくばりきょじん』     ゾーイ・タッカー／作  

ゾーイ・パーシコ ／絵   さくま ゆみこ／訳   フレーベル館                               

【児童書・読み物】 

『ゴミの島のサバイバル』  ゴムドリ co.／文  韓 賢東／絵  

朝日新聞出版 

『フラワーショップの亡霊』   斉藤 洋／作     あかね書房 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館だより 可児市立図書館 桜ケ丘分館 

Tel・Fax 64-3473  https://www.kani-lib.jp/ 

【5 月の休館日】  
１～6・１１・１8・２５・２９日 

(状況次第で休館日が変更になる場合があります。) 

おはなし会  
よみきかせ・かみしばいなど あたらしくはいった本 

ちびっこかにっ子タイム 

      ５月２０日 

 午前１１時から桜ケ丘児童センター 

     かにっ子タイム        

5 月 9・16・23・30日 

午後２時から 分館内絵本コーナー 
 

５月３日は、憲法記念日。 
日本国憲法に関する本を、 
入り口近くに集めました。 
是非、ご利用ください。 

東可児交番からのお知らせ 
 

 

 

『絶対聖域』 新堂 冬樹／著 (講談社) 

 おおらかで優しく強い優斗、正反対で女性っぽくイジメの対象になる詩音、活発な女の子・果林の 3 人は養

護施設でともに育った。中学卒業後はそれぞれ別の学校に通うことになっていたが、詩音がある宗教団体の

後継者であることから、団体が経営する同じ高校に通うことになる。 

『黄犬交遊抄』ドナルド・キーン／著 (岩波書店) 

 昨年 96 歳で亡くなった、ふつうの日本人よりもずっと日本の文化に詳しいドナルド・キーン（黄犬）のエ

ッセイと講演録。著名な日本文学研究者で世界中に交友関係のある著者だが、意外に孤独だったことが養子

であるキーン誠己による巻末の文章でわかる。 

 


